
（注記）

• この図表は、日比嘉高「科研費採択課題を対象と
した研究課題の計量テキスト分析──日本文学
の場合」（『社会文学』第52号、2020年8月、
pp.89-100）収録の図表です。雑誌誌面は視認
性が悪いため、公開いたします。

• 再配布、再利用していただいてかまいませんが、
出典はお示し下さい。



【表1-1】日本文学研究全体の採択件数 （単位：件）
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【表1-2】日本文学研究全体に対する近現代関連の割合
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最小出現数：50
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最小出現数：7
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最小出現数：61
計159語
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最小出現語数：5
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